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側 面 図 S=1:40
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S=1:40

橋 長　L=5250mm

桁 長　5230

下部工正面図

平 面 図

4300

至　川上

S=1:40

3
50

4
30
0

3
5
0

3
60
0

4300

10

32
0
0

4
0
0

鹿
丸
川

至　湯田

A1 A2

流　向

流　向

A2橋台

10

橋 長　L=5250mm

桁 長　523010 10

11
5
0

11
5
0

2
00
0

G1

G2

A1 A2

農業用水管
φ250

農業用水管
φ250

農業用水管
φ50

農業用水管
φ50

至　川上至　湯田

防護柵支柱
□100×50
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鹿丸橋構造諸元

上 部 工 形 式

下 部 工 形 式 重力式橋台

単純R C T桁橋

架　設　年　次 昭和3 8年(1 9 6 3年)

路　　線　　名 四十ヶ谷線

S=1:30断 面 図
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鹿丸橋　現況一般図

い ち き 串 木 野 市

工 事 名

工事箇所

図面種類

縮　尺

図面番号
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鹿丸橋　現況一般図
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名

郡

市
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14 2

令和8年度 鹿丸橋橋梁補修工事

実施設計図



鹿丸橋　損傷図（その1）

桁 下 面

S=1:30

損傷の種類 表　示 損傷の種類 表　示

ひびわれ

剥　離

鉄筋露出

遊離石灰

漏　水

腐　食

う　き

そ の 他

損 傷 の 凡 例

※　ひびわれ部の数値は、[ひびわれ幅]x [延長]を示す。 (単位；mm)
　　鉄筋露出等の数値は、 [橋軸方向]x [橋軸直角方向]を示す。 (単位；mm)
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丸
川

い ち き 串 木 野 市

工 事 名

工事箇所

図面種類

縮　尺

図面番号

四十ヶ谷線

鹿丸橋　損傷図（その1）

S=1:30

全　　　　　葉　　第　　　　　号

河 川

路 線
名

郡

市
いちき串木野 川上 地内
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番号 損傷程度 写真番号

c

幅 長さ

0.2 3501

番号 損傷程度 写真番号

e

寸　　法

100450

e3004000

e1501000

e350400

e1504250

e100100

e100350
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e100350
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e3004100
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x

x

x

x

x
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番号 損傷程度 写真番号

d

寸　　法

350400

d100100

x

x

番号 損傷程度 写真番号

e

寸　　法

1700150

e500100

x

x

主桁⑥ひびわれ

主桁⑦剥離・鉄筋露出

主桁⑫うき

横桁⑫うき
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地覆⑫うき

番号 損傷程度 写真番号
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床版⑳漏水・滞水(e)
写-148

　　　⑤防食機能の劣化(e)
写-149

排水管①腐食(c)
　　　⑤防食機能の劣化(e)
写-150

排水管①腐食(c)

　　　⑤防食機能の劣化(e)
写-152

排水管①腐食(c)

　　　⑤防食機能の劣化(e)
写-151

排水管①腐食(c)

A2

至　川上

A1

至　湯田
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路上・路面

鹿丸橋　損傷図（その2）S=1:30

損傷の種類 表　示 損傷の種類 表　示

ひびわれ

剥　離

鉄筋露出

遊離石灰

漏　水

腐　食

う　き

そ の 他

損 傷 の 凡 例

鹿
丸
川

い ち き 串 木 野 市

工 事 名

工事箇所

図面種類

縮　尺

図面番号

四十ヶ谷線

鹿丸橋　損傷図（その2）

全　　　　　葉　　第　　　　　号

河 川

路 線
名

郡

市
いちき串木野 川上 地内

S=1:30

※腐食の孔食箇所はその他の損傷凡例で示す。

舗装⑮舗装の異常(c)
※摩耗 写-223,224

　　　⑤防食機能の劣化(e)
写-211

　　　④破断(e)
防護柵①腐食(d)

　　　⑤防食機能の劣化(e)
[L=全長] 写-201

防護柵①腐食(c)

　　　⑤防食機能の劣化(e)
※孔食 写-205

防護柵①腐食(d)
　　　⑤防食機能の劣化(e)
※孔食 写-208

防護柵①腐食(d)

防護柵 変形・欠損(c)23

写-202,203

　　　⑤防食機能の劣化(e)
※孔食 写-204

防護柵①腐食(d)

　　　⑤防食機能の劣化(e)
※孔食 写-206

防護柵①腐食(d)

　　　⑤防食機能の劣化(e)
※孔食 写-207

防護柵①腐食(d)

[L=全長] 写-217
土砂詰まり(e)24

伸縮装置⑲変色・劣化(e)

舗装⑭路面の凹凸(e)
※33mmの段差有
写-220,221

舗装⑮舗装の異常(c)
※欠損 写-222

[L=全長] 写-216
土砂詰まり(e)24

伸縮装置⑲変色・劣化(e)

舗装⑭路面の凹凸(e)
※33mmの段差有
写-218,219

　　　⑤防食機能の劣化(e)
※孔食 写-215

防護柵①腐食(d)
　　　⑤防食機能の劣化(e)
※孔食 写-213

防護柵①腐食(d)

　　　⑤防食機能の劣化(e)
※孔食 写-212

防護柵①腐食(d)
　　　⑤防食機能の劣化(e)
[L=全長] 写-209

防護柵①腐食(c)
　　　⑤防食機能の劣化(e)
※孔食 写-210

防護柵①腐食(d)

　　　⑤防食機能の劣化(e)
※孔食 写-214

防護柵①腐食(d)

A2

至　川上

A1

至　湯田
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Ａ１橋台

Ａ２橋台

鹿丸橋　損傷図（その3） S=1:30

い ち き 串 木 野 市

工 事 名

工事箇所

図面種類

縮　尺

図面番号

四十ヶ谷線

鹿丸橋　損傷図（その3）

全　　　　　葉　　第　　　　　号

河 川

路 線
名

郡

市
いちき串木野 川上 地内

流　向

流　向

正 面 図

正 面 図

上流側側面図

上流側側面図

下流側側面図

下流側側面図

G2 G1

G2G1

橋台⑰その他(e)
※不法占用 写-301

橋台⑳漏水・滞水(e)
写-402

橋台⑧漏水・遊離石灰(d)
[L=100] 写-401

添架物③ゆるみ・脱落(c)
※支持金具 写-410

橋台⑳漏水・滞水(e)
写-302

橋台 変形・欠損(c)23

[450x100] 写-303,304

橋台 変形・欠損(c)23

[150x100] 写-305,306

袖擁壁⑰その他(e)
※植生 写-411

　　　⑤防食機能の劣化(e)
添架物①腐食(c)

変形・欠損(c)23

※支持金具 写-405,406

　　　⑤防食機能の劣化(e)
※支持金具 写-407

添架物①腐食(b)

　　　⑤防食機能の劣化(e)
添架物①腐食(b)

変形・欠損(c)23

※支持金具 写-408

　　　⑤防食機能の劣化(e)
※支持金具 写-409

添架物①腐食(b)
橋台 変形・欠損(c)23

[200x150] 写-403,404 S=1:30
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側 面 図 S=1:40

A1橋台

S=1:40

橋 長　L=5250mm

桁 長　5230

下部工正面図

平 面 図
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A1 A2

流　向
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橋 長　L=5250mm

桁 長　523010 10

11
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2
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G1

G2

A1 A2

配管撤去
φ250

配管撤去
φ250

配管撤去
VPφ50

配管撤去
VPφ50

至　川上至　湯田

有　効　幅　員 3 . 6 0 m

5 . 2 5 m橋　　　　　長

鹿丸橋構造諸元

上 部 工 形 式

下 部 工 形 式 重力式橋台

単純R CT桁橋

架　設　年　次 昭和3 8年( 1 9 6 3年)

路　　線　　名 四十ヶ谷線

排水工補修
排水桝設置・排水管取替え

排水工補修
排水桝設置・排水管取替え

排水工補修
排水桝設置・排水管取替え

排水工補修
排水桝設置・排水管取替え

伸縮目地補修工

1000

舗装打ち換え
コンクリート舗装

補修工法一覧表
備考補修工法

断面修復工

水切り工

防護柵補修工（取替え）

舗装打ち換え

伸縮装目地修工

材料・仕様

ポリマーセメントモルタル

ポリ塩化ビニール(後付接着型)

Gr-C-2B-4(特注)

アスファルト舗装

耐圧防水樹脂ジェラフィン

排水桝設置，排水管取替え VPφ75，FRP排水桝

コンクリート舗装

対象部位

張出床版

防護柵

橋台背面部舗装

伸縮目地

主桁,床版,横桁,地覆,橋台

排水施設

損傷/損傷原因

剥離・鉄筋露出，うき

漏水・滞水

排水管腐食，滞水

橋台背面路面凹凸

腐食，破断

上部工・下部工への漏水

スーパーシールド同等品表面含浸工 けい酸ナトリウム系表面含浸材主桁,床版,横桁,地覆 中性化，ひびわれ(W≦0.2mm)

表面含浸工表面含浸工

橋面防水工

下部工：断面修復工
上部工下面：断面修復工，表面含浸工，水切り工，排水管取替え

伸縮目地補修工 伸縮目地補修工

舗装打ち換え
コンクリート舗装

舗装打ち換え
アスファルト舗装

防護柵補修工　L=6.5m

防護柵補修工　L=6.5m

下部工：断面修復工
上部工下面：断面修復工，表面含浸工，水切り工，排水管取替え

推奨品：ウォーターカッター

橋面防水工 塗布系防水：ハイスペックシールL+P同等品橋面 上部工への漏水

S=1:30断 面 図

350 3600 350

4300

鹿丸川

端　部 中間部

G1 G2

20001150 1150

1
0
0

4
0
0

排水管取替え排水管取替え

排水桝設置 排水桝設置

橋梁用水切り
ウォーターカッター

橋梁用水切り
ウォーターカッター

橋面防水工

表面含浸工

防護柵補修工
(取替え)

防護柵補修工
(取替え)

9
0
0

9
0
0

鹿丸橋　補修一般図

い ち き 串 木 野 市

工 事 名

工事箇所

図面種類

縮　尺

図面番号

四十ヶ谷線

鹿丸橋　補修一般図

図　示

全　　　　　葉　　第　　　　　号

河 川

路 線
名

郡

市
いちき串木野 川上 地内
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鹿丸橋　コンクリート補修工標準図

い ち き 串 木 野 市

工 事 名

工事箇所

図面種類

縮　尺

図面番号

四十ヶ谷線

鹿丸橋　コンクリート補修工標準図

図　示

全　　　　　葉　　第　　　　　号

河 川

路 線
名

郡

市
いちき串木野 川上 地内
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1 .劣化、不良コンクリートのはつりは、健全部に損傷をあたえない
　よう周囲に深さ1 c m程度コンクリートカッターにより切断目地を
　入れ、入念に施工する。

2 .はつり深さは、以下のとおり計画する。
　鉄筋露出、うき
　　鉄筋ケレン・防錆処理を含むとし、鉄筋裏から2 0 m m程度まで
　　はつること。
　　主桁，横桁，床版：7 0 m m
　　地覆　　　　　　：5 0 m m
　剥離、欠損
　　鉄筋ケレン・防錆処理を含まないとする。
　　下部工：3 0 m m

3 .使用材料
　断面修復材
　　ポリマーセメントモルタルとし、「表面保護工法設計施工指針

(案) [工法別マニュアル編]  平成1 7年土木学会」に示す断面修
　　復材の規格を満足するものとする。

4 .鉄筋露出やうき部は、はつり出して鉄筋の防錆処理後パテ補修する。
　剥離や欠損部は、ぜい弱部分をはつり取り、鉄筋が　見えた場合は、
　鉄筋防錆処理後欠損断面をパテ補修する。
　はつり時は、シース管を傷つけないように注意する。
　補修部縁端は、フェザーエッジが生じないようにカッターで切れ
　込みをいれる。
　用いる補修材は、コンクリートとの一体性がよく同等の強度及び
　熱膨張係数を有する材料を選定する。

断面修復工

カッター切断
下地処理

既設鉄筋下地処理の上、防錆処理

プライマー塗布

ポリマーセメント系断面修復材こて塗り

1
0

注記

断面修復工

補修材料：ポリマーセメントモルタル

カ
ッ
タ
ー
切
断

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
つ
り

下
地
処
理(

高
圧
水
洗
ケ
レ
ン)

鉄
筋
防
錆
処
理

プ
ラ
イ
マ
ー
塗
布

断
面
修
復
材
こ
て
塗
り

施工手順

材料使用数量計算式

1 .断面修復材( 1 . 0 m 3当り)
　ポリマーセメントモルタル
　設計数量×( 1 +ロス率 )

=  1 . 0 0 0× ( 1 + 0 . 1 8 )  =  1 . 1 8  m 3

適用箇所
主桁　：うき、鉄筋露出
横桁　：うき、鉄筋露出
床版　：うき、鉄筋露出
地覆　：うき、鉄筋露出
下部工：欠損

けい酸ナトリウム系表面含浸材

表面含浸工

下
地
処
理
・
洗
浄
工

1。中性化の進行抑制および鉄筋の腐食抑制効果が認められる材料を
　使用するものとし、下記の要件を満たす材料とする。
・J S C E - K 5 7 2試験結果により中性化抑制効果が認められるもの。
・N E T I S登録において、鉄筋腐食抑制効果の明記があるもの。
・塗布量を確認できるもの。

2。使用する材料については、施工仕様(手順・塗布量等)を必ず材料
　メーカーに確認した上で適用・施工すること。
　（上記施工要領図は、参考としてスーパーシールドを示す）

3。「表面保護工法 設計施工指針(案)  土木学会」に準拠する。

注)  表面含浸材塗布時には品質管理テスターを使用すること．

高圧洗浄

カルシウム付加剤 ( 2 5 0 m l / m 2 )

養　生

表面含浸材塗布 ( 1 5 0 m l / m 2 )

散水養生

表面含浸材塗布 ( 1 0 0 m l / m 2 )

散水養生

施工手順

注記

表面含浸工

補修材料：けい酸ナトリウム系表面含浸材

カ
ル
シ
ウ
ム
付
加
剤
塗
布

養

生

表
面
含
浸
材
塗
布

散
水
養
生

表
面
含
浸
材
塗
布

散
水
養
生

(NETIS登録番号 QS-150019-VE 同等品以上)

令和8年度 鹿丸橋橋梁補修工事

実施設計図



鹿丸橋　上部工補修図（その1）

い ち き 串 木 野 市

工 事 名

工事箇所

図面種類

縮　尺

図面番号

四十ヶ谷線

鹿丸橋　上部工補修図（その1）

S=1:30

全　　　　　葉　　第　　　　　号

河 川

路 線
名

郡

市
いちき串木野 川上 地内

14 8

桁 下 面

損傷の種類 表　示 損傷の種類 表　示

ひびわれ

剥　離

鉄筋露出

遊離石灰

漏　水

腐　食

う　き

そ の 他

損 傷 の 凡 例

※　ひびわれ部の数値は、[ひびわれ幅]x [延長]を示す。 (単位；mm)
　　鉄筋露出等の数値は、 [橋軸方向]x [橋軸直角方向]を示す。 (単位；mm)

鹿
丸
川

0.2㎜未満

0.2㎜以上

G1

G2

G
1

G
2
G
1

G
2

250x400

100x100

1

4

5

6

7

8
9

10

11
12

13

15

14

16

17

2

18

19

20

3

21

37

22

23

25

40

42

26
27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

43 44
45

46

47

38 3941

24

下
流

側
上

流
側

A2

至　川上

A1

至　湯田

断面修復工

S=1:30

※補修箇所は，施工前に再調査・再計測によって，確認，変更のこと．

主桁:剥離・鉄筋露出

番号

2

3

合計

主桁:うき

番号

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

合計

寸法(m)

0.40

0.10

寸法(m)

0.45

4.00

1.00

0.40

4.25

0.10

0.35

0.10

0.35

0.35

3.75

4.10

3.60

0.30

0.35

0.30

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

0.35

0.10

0.10

0.30

0.15

0.35

0.15

0.10

0.10

0.30

0.10

0.15

0.15

0.30

0.15

0.15

0.25

0.20

面積(m2)

0.140

0.010

0.150

面積(m2)

0.045

1.200

0.150

0.140

0.638

0.010

0.035

0.030

0.035

0.053

0.563

1.230

0.540

0.045

0.088

0.060

4.862

床版:剥離・鉄筋露出

番号

22

23

合計

床版:うき

番号

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

合計

寸法(m)

0.75

2.40

寸法(m)

0.20

1.55

0.25

0.20

0.25

0.25

0.20

0.20

0.30

0.75

0.20

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

0.50

0.50

0.30

0.55

0.20

0.45

1.45

0.30

0.70

0.40

0.25

0.70

0.20

面積(m2)

0.375

1.200

1.575

面積(m2)

0.060

0.853

0.050

0.090

0.363

0.075

0.140

0.080

0.075

0.525

0.040

2.351

地覆:剥離・鉄筋露出

番号

37

38

39

合計

地覆:うき

番号

40

41

42

43

44

45

46

47

合計

寸法(m)

0.10

0.20

0.15

寸法(m)

0.10

0.10

0.10

0.15

0.20

0.40

0.10

0.20

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

0.10

0.20

0.20

0.10

0.10

0.10

0.10

0.30

0.25

0.30

0.30

面積(m2)

0.010

0.040

0.030

0.080

面積(m2)

0.010

0.010

0.010

0.015

0.060

0.100

0.030

0.060

0.295

断面修復工（鉄筋防錆有り） 断面修復工（鉄筋防錆有り）

断面修復工（鉄筋防錆有り）断面修復工（鉄筋防錆有り）

断面修復工（鉄筋防錆有り）

断面修復工（鉄筋防錆有り）

横桁:うき

番号

20

21

合計

寸法(m)

0.15

0.10

×

×

1.70

0.50

面積(m2)

0.255

0.050

0.305

断面修復工（鉄筋防錆有り）

断面修復工
主桁，横桁，床版
ΣA=0.150+4.862+0.305+1.575+2.351 = 9.243 m2

地覆
ΣA=0.080+0.295 = 0.375 m2

令和8年度 鹿丸橋橋梁補修工事

実施設計図



鹿丸橋　上部工補修図（その2）

い ち き 串 木 野 市

工 事 名

工事箇所

図面種類

縮　尺

図面番号

四十ヶ谷線

鹿丸橋　上部工補修図（その2）

S=1:30

全　　　　　葉　　第　　　　　号

河 川

路 線
名

郡

市
いちき串木野 川上 地内

14 9

桁 下 面

S=1:30断 面 図

1
2
0

3
5
0

350 3600 350

4300

鹿丸川

端　部 中間部

1
2
0

6
0
0

G1 G2

20001150 1150

1000 300 1700 300 1000

S=1:30平 面 図

43
0
0

鹿

丸

川

橋 長　L=5250mm

桁 長　523010 10

11
5
0

11
5
0

20
0
0

G1

G2

A1 A2

至　川上至　湯田

1005

5
0
0

182

1350

850

350

590 4050 590

1
0
0

4
0
0

350 4530

表面含浸工

表面含浸工

表面含浸工

表面含浸工

表面含浸工　面積集計表

部材

主桁

床版

地覆

横桁

合計

箇所

下面

　控除部

側面

　控除部

張出床版

中間床版

中間床版

側面

上面

路面側

下面

側面

幅

W

0.30

0.30

0.50

0.35

1.005

0.182

1.350

0.35

0.35

0.12

0.35

0.40

延長

L

5.23

0.590

5.23

0.40

5.23

4.53

4.53

5.23

5.23

5.23

1.70

1.70

箇所数

N

2

4

4

4

2

2

1

2

2

2

2

2

(m2)

W*L*N

3.14

-0.71

10.46

-0.56

10.51

1.65

6.12

3.66

3.66

1.26

1.19

1.36

41.73

備考

橋座部

横桁部

※部材寸法は，施工前に再調査・再計測によって，確認，変更のこと．

令和8年度 鹿丸橋橋梁補修工事

実施設計図



鹿丸橋　下部工補修図

い ち き 串 木 野 市

工 事 名

工事箇所

図面種類

縮　尺

図面番号

四十ヶ谷線

鹿丸橋　下部工補修図

図　示

全　　　　　葉　　第　　　　　号

河 川

路 線
名

郡

市
いちき串木野 川上 地内

14 10

Ａ１橋台

Ａ２橋台

流　向

流　向

正 面 図

正 面 図

上流側側面図

上流側側面図

下流側側面図

下流側側面図

G2 G1

G2G1

配管撤去

VPφ50

L=4.0m

[450x100]

[150x100]

袖擁壁部
植生伐採

[200x150]

配管撤去
ポリエチレン管φ250
L=8.0m 配管撤去

ポリエチレン管φ250

配管撤去
ポリエチレン管φ250

支持金具撤去
支持金具撤去

支持金具撤去
N=4箇所

断面修復工（鉄筋防錆なし）

断面修復工（鉄筋防錆なし）

断面修復工（鉄筋防錆なし）
①

②

③

断面修復工（鉄筋防錆なし）

橋台:剥離

番号

1

2

3

合計

寸法(m)

0.45

0.15

0.20

×

×

×

0.10

0.10

0.15

面積(m2)

0.045

0.015

0.030

0.090

令和8年度 鹿丸橋橋梁補修工事

実施設計図



鹿丸橋 水切り工・排水工補修図

い ち き 串 木 野 市

工 事 名

工事箇所

図面種類

縮　尺

図面番号

四十ヶ谷線

鹿丸橋 水切り工・排水工補修図

図　示

全　　　　　葉　　第　　　　　号

河 川

路 線
名

郡

市
いちき串木野 川上 地内

14 11

S=1:40平 面 図

1
00
0

4
30
0

8
5
0

3
0
0

鹿
丸
川

橋 長　L=5250mm

桁 長　523010 10

1
1
5
0

11
5
0

2
00
0

G1

G2

A1 A2

至　川上至　湯田

1
00
0

8
5
0

3
0
0

（下面）

排水工補修
排水桝設置・排水管取替え

排水工補修
排水桝設置・排水管取替え

排水工補修
排水桝設置・排水管取替え

排水工補修
排水桝設置・排水管取替え

水切り工
L=5.23m

水切り工
L=5.23m

※既設排水管を撤去し，排水桝・排水管を設置する。
　排水管を拡大するため，必要に応じて，床版コンクリートをはつり，
　無収縮モルタルにて断面修復を行うこと。

S=1:30断 面 図

350 3600 350

4300

鹿丸川

G1 G2

1000 300 1700 300 1000

排水管取替え排水管取替え

排水桝設置 排水桝設置

橋梁用水切り
ウォーターカッター

橋梁用水切り
ウォーターカッター

590

下
地
処
理

施工手順

接
着
剤
塗
布

設

置

1 .橋梁の水切りの効果が認められる材料を使用するものとする．
　国土交通省「N E T I S登録番号K K - 1 8 0 0 1 2 - V R  ウォーターカッター」
　と同等品以上とする．

2 .使用する材料については，施工仕様(手順・塗布量等)を必ず材料
　メーカーに確認した上で適用・施工すること．

3 .接着面のホコリや油分等は取り除くこと．

4 .下地の凹凸が大きい場合は，凹凸の隙間が水みちとなるため，
　不陸調整をエポボンド1 C H等で行うこと．

注記

水切り設置工

補修材料：橋梁用水切り　ウォーターカッター

( N E T I S登録番号 K K - 1 8 0 0 1 2 - V R  同等品以上)

S=1:10水切り取付図

橋梁用水切り
ウォーターカッター

接着剤
エポボンド1CH

塩ビ管ソケット

ＦＲＰプレート

ＦＲＰグレーチング

6
5
4
2

φ97

40

167

5
2

7
5

1
2
7

8
0

φ
5

φ100

レジンコンクリート

VP管
φ89 ｔ=5.5

接着剤接合

エポキシ樹脂充填

5
0

5
1
8

φ
25

排水管(VPφ75)
 L=1100

2
0
0
程

度

S=1:1水切り詳細図

ウォーターカッター

25

2
0

3

水切り工数量表

名 称 規 格・寸　法 数 量 備 考

(1橋当り)

単位

10.46水切り ウォーターカッター m

※部材寸法は，施工前に再調査・再計測によって，確認，変更のこと．

排水工数量表
品　名 仕様・規格 単位 数　量 摘　要

（１橋当り）

計　算　式

VP 7 5  直管 L = 1 . 1 0 0 m  N = 4本

亜鉛メッキ仕様，N=2組 kg 15.8取付金具

Ｌ＝1.100×4＝4.400

3.94kg/組×4＝15.76 重量は取付金具材料表より

ｍ  4.4

排水桝 FRP 1.5kg/個 個  4

排水桝設置 箇所  4

排水管撤去 1.2Ｌ＝0.30×4＝1.20 ｍ

排水管設置 4.4ｍ

排水管

取付金具材料表
品　　　　名 形　状　寸　法 単位 数　量 摘　要

※取付け金具は亜鉛メッキ処理を施す。

鋼 　　　　板

PL-80x200x6 kg 0.75

PL-80x535x6 kg 2.02

PL-80x414x4.5 kg 1.17

M12x40 組 2   

M12x30 組 2

取 付 ボ ル ト

ホールインアンカー

3.94 kg 

HDZ45以上

HDZ45以上

HDZ45以上

HDZ35以上

HDZ35以上

B型排水管 （１組当り）

Ｌ＝1.100×4＝4.400

φ50

排水桝詳細図 S=1:10

8
0

2
0
0

3
0

4
0
4
0

2
0 4
02
0

60

14

80

590

49

4040

3030

5
0

1
0
0

5
0

6 60 98

30 30

長　孔
30x14

6

長　孔
30x14

ホールインアンカー
M12x30

2
0
0

4.
5

φ
89

4.
5

PL-80x200x6

PL-80x414x4.5

取付金具詳細図 S=1:10

PL-80x535x6

取付ボルト
M12x40

590

取付金具

N=4箇所

535 49

S=1:10排水工補修詳細図

令和8年度 鹿丸橋橋梁補修工事

実施設計図



鹿丸橋　防護柵補修工図

い ち き 串 木 野 市

工 事 名

工事箇所

図面種類

縮　尺

図面番号

四十ヶ谷線

鹿丸橋　防護柵補修工図

図　示

全　　　　　葉　　第　　　　　号

河 川

路 線
名

郡

市
いちき串木野 川上 地内

14 12

取付詳細図 S=1/ 10

8
9
6
.
8

4
1
6
.
8

4
8
0

3
.
2

9
0
0
(
笠

木
含

む
)

2
5
0

1
7
0

4
0

B - B 断面図

1
0

6

A - A  断面図

1
6

支柱  S=1/10

2
0
0

2
5
0

1 2 0

3
0

B

B

A

A

〇

〇

4
0

2 5 0

1704 0 40

ビーム S=1/10

2.3

3
5
0

5 0

170 200 0(1 000 )[9 00] 160

23 30( 133 0)[1 230 ]

200 200

6 60

3
5
6

1 6 0500
2
0
0

t 2 . 3

2 00

巻袖ビーム S=1/10

ビーム取付用ボルト

M16x 35( 6.8)

ブラケット

笠木

[-1 50x 50x3 .2

PL1 20x 3.2 x250

笠木取付用ボルト

M1 6x3 5(6 .8)

φ114 .3x 4.5

4-φ30

φ22（貫通孔）

2- 18x2 4長孔
水抜き φ23

4- 18x2 4長孔

6- 22x 40長孔 6-1 8x2 4長孔

1
8
0

アンカー
(M22×230)

ケミカルアンカー
(R-22SN)

8 3

9
0
0

断面図 S=1 / 2 0

1
8
0

3 5 0

道

路

側

4
2
0

6
0
0

1
0
2
0

1
6

1 7 5 1 7 5

1
2
0

4
8
0

3
5
0

4
3
0
0

3
5
0

3
5
0

3
6
0
0

1
7
5

1
7
5

1
7
5

1
7
5

橋長 5 2 5 0

10 桁長 5 2 3 0 1 0

2 1 5 9 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 9 0 0 2 1 5

9 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 9 0 0 2 1 52 1 5

平面図 S=1 / 2 0

A1 A2

5 0 0

防護柵長 5 8 0 0

9 0 0 5 0 09 0 0

正面図 S= 1 / 2 0

1 5 0 1 5 0

1 0 0 0 2 0 0 0

ケミカルアンカー 4 - M 2 2 x 2 3 0

R - 2 2 S N (穿孔径φ26 )

ブラケット

支柱間隔

支柱間隔

笠木間隔

ビーム間隔

笠木

[ - 1 5 0 x 5 0 x 3 . 2

支柱

φ11 4 . 3 x 4 . 5

巻袖ビーム

ビーム

2 . 3 x 3 5 0 x 5 0

道

路

側

30 0

3
1

4
.
5

7
0

2 0 0

1 0 0

ブラケット S= 1 / 5

35 3 . 2 16

φ
4
0

1 4 5

ブラケット取付用ボルト S=1 / 5

1 33 . 2

φ
4
0

3 . 2

35

笠木・ビーム取付用ボルト S= 1 / 5

2 2 x 5 0長孔

2 - 2 2 x 2 8長孔

M 1 6 ( 6 . 8 )M 2 0 ( 4 . 6 )

アンカー詳細図 S=1:10 

削孔(φ26×180)

W

H 鹿　丸　橋

W

H か ま る は し

N=4枚

橋名板の文字，寸法，設置位置は協議すること。

橋名板はガードレールに取り付ける。

W

H 鹿　丸　川

W

H 昭和38年9月竣功

ガードレール

4

数量

11.6

名称

防護柵工数量集計表

規格

Br-C-2B-4(特注)

単位

m

アンカー 40M22×230 本

削孔 40φ26×180 箇所

樹脂アンカー 40R-22SN 個

橋名板 枚

(N1,W1,SW1)

標準白塗装品

摘要

HDZ35

橋　名　板 S=1:10

※詳細寸法は，施工前に再調査・再計測に
　よって，確認，変更のこと．

令和8年度 鹿丸橋橋梁補修工事

実施設計図



鹿丸橋　橋面工補修図

い ち き 串 木 野 市

工 事 名

工事箇所

図面種類

縮　尺

図面番号

四十ヶ谷線

鹿丸橋　橋面工補修図

図　示

全　　　　　葉　　第　　　　　号

河 川

路 線
名

郡

市
いちき串木野 川上 地内

14 13

伸縮目地工・橋面防水工・舗装工・撤去工

S=1:20断 面 図

1
2
0

350 3600 350

4300

1
2
0

伸縮目地補修工　L=4300

Ｂ

Ｂ

Ａ　－　Ａ

S=1:40平 面 図

3
50

4
30
0

3
5
0

3
60
0

鹿
丸
川

橋 長　L=5250mm

桁 長　523010 10

A1 A2

至　川上至　湯田

1000 1000

伸縮目地補修工 伸縮目地補修工舗装打ち換え
コンクリート舗装

舗装打ち換え
アスファルト舗装

舗装版切断
L=3.6m

舗装版切断
L=3.6m

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

防護柵撤去

防護柵撤去

S=1:40防護柵正面図

ガス切断
N=6箇所

（ガードレールＣ種　L=6.0m×2= 12.0m）
防護柵撤去

橋面防水工

伸縮目地補修工法　施工要領図

3.石粉，乾燥砂等ふりかけ

2.ジェラフィン充填

1.既設目地材，小石，砂，泥等除去(20㎜）

遊間

2
0

床版胸壁

既設目地

橋梁補修用ジェラフィン

石粉，乾燥砂等ふりかけ

Ｂ　－　Ｂ

9
0
0

35
0

350

S=1:30防護柵断面図

ガス切断防護柵支柱
□100×50

表層　（コンクリート t=10cm）
路盤　（切込砕石　　 t=10cm）

S=1:30舗装工詳細図

アスファルト舗装

表層　（密粒度アスファルトt=4cm）
上層路盤　（粒調砕石　　　t=7cm）
下層路盤　（切込砕石　　  t=10cm）

コンクリート舗装

350 3600 350

4300

S=1:30上部工断面図

橋面防水工

名　　称

撤去工数量集計表

単 位仕様・規格 備　　考

（1橋当り）

数 量

m 12.0H=0.90m

196.8

ガードレール

kg

6.0×2=12.0

6  角支柱100×50ガス切断 箇所 3×2＝6

12.0×16.4kg/m(推定)=196.8kg

舗装版破砕工

舗装版切断工

コンクリートt=15cm以下　L=3.6m

掘削

t=100mm V=0.10×3.6=0.36m3

コンクリート舗装 A=3.6×1.0=3.6m2

V=3.6×0.10＋3.6×0.17 = 0.97m3

舗装工

舗装復旧面積

殻運搬

コンクリート塊 V=0.36m3

残土

V=0.97m3

コンクリート塊 W=0.36×2.35=0.85t

名　　称

数量集計表

m

単 位仕様・規格 備　　考

3.6

（1橋当り）

表層:密粒度アスコン

コンクリートt=15cm以下

m3 0.36コンクリート塊

m2 3.6アスファルト舗装

数 量

m3 0.36 （W=0.85t）

0.97礫質土

上層路盤：粒調砕石 t=70mm

0.97

t=40mm

舗装版切断工

舗装版破砕工

殻運搬

掘削 m3

残土 m3

m2

m2

伸縮目地工

舗装工

既設目地撤去 W=10mm，t=20mm

目地充填工

m

cm3

8.6

1720

下層路盤：切込砕石 t=100mmm2

アスファルトt=15cm以下　L=3.6m

t=40mm V=0.04×3.6=0.14m3

アスファルト舗装 A=3.6×1.0=3.6m2

アスファルト塊 W=0.14×2.30=0.32t

アスファルト塊 V=0.14m3

コンクリート舗装 A=3.6×1.0=3.6m2

アスファルト舗装 A=3.6×1.0=3.6m2

W=1cm，t=2cm，L=430cm×2

4.3×2=8.6m

耐圧防水樹脂ジェラフィン

m2 3.6アスファルト舗装

m3 0.14 （W=0.32t）

m3 0.14アスファルト塊

表層:密粒度アスコン 3.6

上層路盤：粒調砕石

m2

m2
コンクリート舗装

アスファルト舗装

3.6

3.6

3.6

3.6

t=100mm

t=100mm

m 3.6アスファルトt=15cm以下

橋面防水工

塗布系防水 ハイスペックシールL+P同等品 m2 18.8 3.6×5.23=18.8m2

※部材寸法は，施工前に再調査・再計測によって，確認，変更のこと．

下地処理(Co舗装面)

1層目(防水層)塗布　

2層目(表面保護層)塗布

施工断面図

ハイスペックシールL(CP)+P

ハイスペックシールL(CP)+P

標 準 塗 布 量

防 水 性 能

項　　目 性　　能

0.25kg/m2～0.3kg/m2

55.9g/m2･24h

項　　目 性　　能

防水性能試験Ⅰ

すべり抵抗性

路面標示塗料との接着性

0.0ml

75

3.0N/mm2

施工手順

下地処理

・脆弱層および接着阻害層の除去

・突起物及び欠損箇所が0.5mm以上の場合、

　補修を行う。

1層目(防水層)塗布

ハイスペックシールL(CPタイプ)：0.25kg/m2

2層目(表面保護層)塗布

ハイスペックシールL(CPタイプ)+P：(0.8kg/m2)

※施工にあたっての注記

・使用する材料は製造者の指示した施工方法を準拠すること。

令和8年度 鹿丸橋橋梁補修工事

実施設計図



鹿丸橋　仮設工参考図

い ち き 串 木 野 市

工 事 名

工事箇所

図面種類

縮　尺

図面番号

四十ヶ谷線

鹿丸橋　仮設工参考図

図　示

全　　　　　葉　　第　　　　　号

河 川

路 線
名

郡

市
いちき串木野 川上 地内

14 14

S=1:40平 面 図

1
0
00

4
3
00

8
50

30
0

鹿
丸
川

橋 長　L=5250mm

桁 長　523010 10

11
5
0

11
5
0

2
0
00

G1

G2

A1 A2

至　川上至　湯田

1
00
0

8
5
0

3
0
0

（下面）

側 面 図 S=1:40

橋 長　L=5250mm

桁 長　5230

至　川上

10

3
2
00

4
0
0

至　湯田

A1 A2

10

1橋当り足場工数量表

吊足場　＋　朝顔 4.30×4.20 18.1 m2TYPE A1(h<1.5)

項　目 仕　様 数　　　式 数　量 単位 備　考

※本足場工図は参考図であり，施工前に再度足場計画を立案のうえ，監督員と協議を行うこと。

シート張防護工 18.1 m2

515 橋台前面間距離　4200 515

橋台前面間距離　4200

S=1:30断 面 図

350 3600 350

4300

鹿丸川

G1 G2

8
3
0

1
0
0
0

1
8
3
0

8
0
0

1500 1500

令和8年度 鹿丸橋橋梁補修工事

実施設計図


